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クラウドベース決済システム（Xpressi™）の販売に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社である NBS Technologies Inc. （以下、「NBS 社という。」）は、クラウド

ベース決済システム「Xpressi™」を販売開始することにいたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．概要 

NBS 社の商品は、これまで安全、拡張性の求められる認証システム分野において、40 年以上

に亘り全世界のリーダーとして金融機関等で幅広くご愛用頂いて参りました。この間、金融機

関向けには、大量にカード発行を行う大型のカード発行機や、銀行の窓口等で手軽にカード発

行のできる小型即時カード発行機などを販売して参りました。 

一方、最近はクラウドベースの決済システム（以下、「クラウド決済システム」という。）

の開発にも積極的に取り組み、モバイル決済市場において Visa®、MasterCard®の対応認証を

受けましたことにより、すべての Visa®、MasterCard®のクラウドベース決済基準に適合した

会社となりました。 

これからのデジタル時代において、金融機関ではお客様からスマートフォン上のＥウォレッ

トを求められており、サービスプロバイダーは、今後ますますこの機能をお客様にご提供する

ようになるものと予想されます。 

こうした中、今回、NBS 社が開発いたしました「Xpressi™」は、クラウド決済システムをス

ムーズに導入するために必要なあらゆる特長を兼ね備えており、対象となる企業がクラウド決

済システムを導入することにより、競争力の向上と将来の業界トレンドに適したプラットフォ

ームを獲得することができます。 

既に市場で採用されております Apple Pay、Android Pay、Samsung Pay の場合、これら

の仕組み上では金融機関に対して取引金額の売上を分けるよう求められておりますが、今後、

金融機関が独自のクラウド決済システムを持つことになれば、非常にコスト効率が高くなるこ

とが見込まれます。更に、Apple Pay、Android Pay、Samsung Pay の場合、金融機関が独自

ブランドのＥウォレットを持つことはできなくなりますので、スタンドアローンのＥウォレッ

トというのは、金融機関にとりまして非常にメリットのあるものと考えております。 
今後、当社グループでは NBS 社を中心に、こうした金融機関へのクラウド決済システムの導

入メリットをより具体的にご提案することにより、システムの普及に努めて参ります。 
 

２．今後の見通し 

今回の販売開始による、平成 30 年６月期の業績に与える影響は現時点では未定です。今後、

業績に重大な影響を与えることが明らかになった場合には、速やかに開示いたします。 
 

以  上 


